
 

 

E.coli 確認用ペーパーディスク 
 
 

Pro･media IND-01 

 Tryptophanase 活性（トリプトファンからインドールを形成する酵素の活性）は、 
 E.coli  菌株の95 ％ に見られます。インドールテストはまれに見られる 
 β-glucuronidase  陰性のE.coli（約5％）検出用の補助テストです。 

 
 

 

Pro･media GLU-01 

 生の獣肉および生鮮魚介類には本来β-glucuronidase が含まれているため、発光 
 酵素基質（MUG）による大腸菌検査では、E.coli が存在しなくても紫外線照射で蛍光 
 を発し偽陽性反応を示すことがあります。GLU-01 は菌の産生するβ-glucuronidase 
 検出用の補助テストです。 

 
 

 



ペーパーディスク使用方法 
 

インドール検出用 

Pro･media IND-01 
 
Pro･media MT-30、MT-31、MT-32 で24 時間培
養後ウェルの開栓口に、ペーパーディスク1 枚を
乗せておくとインドール陽性の時はディスクが淡
桃色から紫色に変色します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

β－グルクロニダーゼ検出用 

Pro･media GLU-01 
 
ディスクを滅菌水で湿らせておき、MUG 陽性の
培養液1 白金耳（ループ）を滴下 します。食品包
装用のラップフィルムで 包み35～37℃で2 時間
保温後青く発色 すれば E.coli  陽性とします。 

インドール検出用 Pro･media IND-01       （－）                (＋)     （－） 

β-グルクロニダーゼ検出用 Pro･media GLU-01     （－）               (＋)        （－） 
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